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Summary

ThisstudyhasbeenconductedontheislandofHamahiga，Katsuren-cho，OkinawaPrefiectureinJapan

sincethelatterhalfofthel950'stoobservethedynamicsofpopulationandtodeterminevariousfactors

thathavecausedchangesanddiffbrencesamongdifTbrentsettlementｓｏｎｔｈｅｉｓｌａｎｄｉｎrelationtothe

changesintheindustrialstructure・TheconstructionofHamahigaBridgeinl997connectedtheislandand

themainislandofOkinawa，whichresultedinanincreasednumberofhouseholdsandpopulationof

Hamahigaisland、TheresidentsoftheislandwhohavemovedinafterthecompletionofHamahigaBridge

wereinterviewedtoconfirmtheirattributes，occupations，typesorcategoryofmovingin，andtypesof

houses・Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｏｕｒｓｔｕｄｉｅｓｍａｙｂｅｓｕｍmarizedasfbllows：

①TheislandofHamahigawasdesignatedasasourceofsupplyofvegetablesfbrtheUnitedStates

militaryinstallａｔｉｏｎｓｉｎＯｋｉｎａｗａｉｎｔｈｅ１９５０，s．Ａhorticulturecooperativesociety，whichcollectively

shippedallvegetablesincludingwatermelon，greenpepper，andonionfbrindividualfarmerstothemilitary

bases，wasestablishedineachsettlementontheislandHowever，lessexpensivevegetableshavebeen

importedtoOkinawaromTaiwansincethel960,sandreplacedthemostofHamahiga-madevegetablesfbr

theU.Ｓ，militarybases・ThefarmersonHamahigainevitablyfaceddifT1cultiesduetothereclineddemand

fbrtheirvegetablesandbeingsmallsizedfarmers・Manyfarmersalsodidnothavesugarcanefieldsto

compensatedecreaseddemandfbrothervegetables・Therefbre，ｍａｎｙｆａｒｍｅｒｓｈａｄｔｏｔｕｒｎｔｏｏｔｈｅｒｓｏｕrces

ofincomesuchasconstructionlaborinthecentraldistrictofthemainislandofOkinawa．

②Asaresult,thepopulationofHamahigalslanddecreasedapproximately20%everyfive(5)yearsinthe

1960,s，1970'ｓａｎｄｌ９８０'s・Thedownsizingofthepopulationwasespeciallyobviousinthesettlementof

Higa-districtwheremostoftheresidentsdependedonfarmingtomaketheirlivingsBesides，theresidents
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ofHiga-districtwereknownfbremigrationtoothercountriesanddidnottraditionallyhavestrongattachment

totheislandordesiretokeeptheirhousesontheislandThus,theseeconomicalandmentalfactorsresulted

inarelativelygreaternumberofhouseholdstomoveoutoftheislandofHamahigainthosedays・Onthe

contraly,thepopulationsofbothHamasettlementandKanekusettlementswererelativelywellmaintained

sinceanumberofresidentswereengagedinfishely．

③Theoutflowofpopulationfi･omtheislandofHamahigahassloweddownsincethel9801s,howeverit

variedfromonesettlementtoanother・YoungresidentsofHama-districthavebeenengagingwithseaweed

(calledMozuku）farmingsincethelatterhalfofthel970Is・Thebusinessofseaweedfanninghasbeen

successfillandprofitableespeciallysincel980・TheHsheryindustryhasgrowntosupporttheflshermenon

theislandfinancially,whichpromotedparticipationofyounggenerationsintothisindustrysinceeconomic

stabilitywaspromisedandsustaineddevelopmentwasexpected．

④UponthecompletionofHamahigaBridgeinl997connectingtheislandandthemainislandof

Okinawa，fbrmerresidentsoftheislandｂｅｇａｎｔｏｒｅｍｍｔｏＨａｍａｈｉｇａ・Atleastoneresidentwasaddedto

approximatelyl/４ofallhouseholdsonHamahigaduringthefiveyearsperiodfbllowingtheconstructionof

HamahigaBridge・ThebridgeevidentlymadeitpossiblefbrtheresidentsofHamahigatogｏｔｏｗｏｒｋｏｎｔｈｅ

ｍａｉｎｉｓｌａｎｄｏｆＯｋｉｎａｗａｏｎｄａｉｌｙbasisenhancingitspopulationincrease

⑤TheinterviewofthehouscholdsinthesettlementsofHama-districtandHiga-districtwhosefamily

membersmovedinshowedoppositeresults・ＭａｎｙｏｆｔｈｅｒｅｓｉｄｅｎｔｓｉｎＨａｍａｗｈｏｒｅｍrnedtothesettlement

wererelativelyyoungandtheycamebackwiththeirwivesａｎｄchildren,whereasresidentswhocameback

toHiga-districtweremainlyolderpeoplewithorwithouttheirwives．

⑥ThecomparisonofjobstakenbyresidentsjustmovedintoHamaandHigasettlementsrevealeddiffer‐

enceJhenewresidentsofHama-districtfbundtheirjobsontheislandandtheyengagedinfisheryor

becomerestaurantorbarownersNewresidentsofHiga-districtretainedtheirfbnnerjobsonthemainisland

ofOkinawaanddrovebackandfbrthbetweentheirhousesandworkplacesThehouseholdswhosemembers

begantoliveonHamahigalongbefbretheconstructionofHamahigaBridgehadlosttheiryoungmembers

anddidnotusuallyhavetheirmembersgotoworkonthemainislandofOkinawausingHamahigaBridge．

⑦Thedifferencesinthemoved-inmembersofthehouseholdsindifferentSettlementsonHamahiga

resultedindifferenthousingandsettlementlandscape・ManyofthehousesinthesettlementofHama-district

fbrnewresidentsandfishennenhavebeennewlybuilt,whichcreatesamodernatmosphereinthelandscape・

Onthecontrary,manyofthehousesinHiga-districtareoldhouseseitherunchangedorremodeledsincemost

newresidentsarelivingaloneorwiththeirwivesａloneandtheresidentsarenotfishennen

I．はじめにへの移動を余儀なくされた。島喚からは，高度

近代期以降，日本の多くの島喚は市場経済に経済成長期までは東京や大阪など大都市圏への

組み込まれていく過程で周辺地域化!きれ，島移動が多く見られたが，第一次石油危機以降は，

の人々は就業機会や教育機会などを求めて島外県庁所在都市や最寄りの中心都市を核とする地

域労働市場に包摂される形での県内移動が主流
１本稿では周辺地域化を岡橋（1997）に依拠して，

となっている2。特に本土・本島3に近接してい近代以降もわが国に長く残存していた自然経済の

地域構造が，最終的に商品経済の地域構造に再編る島喚では，架橋による本土．本島との一体化
される過程，およびその地域の問題，と規定する。
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が熱望された。そこには本土・本島内都市への

通勤・通学が可能になることで，人口流出に歯

止めをかけ，さらに島外に流出した人々をも還

流させたいという人口面での架橋効果への期待

が大きかったと思われる。橋で他島と接続され

た島をここでは架橋島とよぶ。全国唯一の島喚

県である沖縄県では，1960年以降に架橋島となっ

た島は10島である。

このうち，本島である沖縄島や宮古島と架橋

接続を行った島は７島を数えるｲ。

図１は，これら７島の人口変動を，架橋直前

の国勢調査を基準年とし，その年の人口を100

とした時の人口指数変化である。架橋効果をみ

るために，基準年の前後２回分の調査結果のみ

を掲載した。これによると，全ての架橋島で架

(人口変動指数）

橋後に人口減少が緩和している。特に，平安座

島，伊計島，来間島，池間島，浜比嘉島では，

人口が増加した期間も認められた。これらの島

喚は架橋時には若年層が流出しきっていたため，

自然増加は期待できない状況であった。そのた

め，架橋による人口増加は，島への転入者によ

る社会増加が主に寄与していると考えられる。

人口流出地域の地理学的研究においては，集

落単位でのインテンシブな，集落研究とでもい

うべき地域研究と，都道府県単位での人口移動

のフローなどマクロなスケールでの計量分析と

の二つに分化している（堤，1997)。島喚地域

の人口動向に関する研究についても同様で，ｌ

島（あるいは１市町村）を対象地域として，主

に集落レベルの統計や資料，現地調査などを用

いてインテンシブなアプローチを行う研究と，

ある範囲の島喚地域全体を対象とし，計量分析

によるアプローチを行う研究とに分類できる５．

－つの島を研究対象とする本稿は，前者の立場

をとるが，その際，矢野（1992）が奄美大島大

和村で行った人口変動と生業との関係を集落レ

ベルで検討する方法が有効である。

架橋による島の人口変化については，沖縄県

野甫島‘（宮城，1976）と広島県田島・横島

(塩谷，2000）の研究がある。この分野に関し

ては研究事例が少ないうえ，どちらも島を－つ

の分析単位としている。しかし，平岡（2003）

が指摘したように，島内における集落の異質性

を考慮する必要もある。架橋という同一条件下

において，集落間の人口変動を比較し，その差
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（）は架橋年を表わす

沖縄県内架橋島における架橋前後の人ロ変化

架橋年直前の国勢調査人口を１００とする
（国勢調査より作成）

図１

２例えば，瀬戸内海島喚市町村の人口移動先を調べ

た宮内（1989）によると，1970年では瀬戸内海西
部を中心に10市町村が大阪市への移動を第一位と

したが，1980年では大阪市を移動先第一位とする

市町村は皆無になり，最寄りの県庁所在都市への
移動が卓越している。

３本稿における本士とは本州，北海道，九州，四国
の４島，本島は市制都市を含む島と規定する。

４本島以外の島と架橋接続した島は，奥武島，野甫
島，慶留間島の３島である。

,前者には，石川（1968,1982,1991)，田島（1983,

1988,1992)，岡橋（1987)，矢野（1992)，宮内

（1988,2003)，崎浜（2000）が，後者には宮内（1989,
1997)，森川・宮内（1990）の研究があげられる。

‘ここでは近接`性の重要性やストロー現象について
述べている。
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をはじめとする多くの転入者の存在が期待でき

る。実際，図１で見られたように，架橋後に島

の人口は増加している。このほか，島内には'性

格が異なる複数の集落が立地しているが，橋か

ら各集落までの距離に大きな差違はなく，各集

落は架橋の影響を等しく受けていると見なされ

る。以上の理由から，浜比嘉島は研究対象地域

として適していると考えられる。

研究方法は，まず，戦後の混乱もほぼ収まっ

た1950年代後半以降の浜比嘉島の人口変動を，

国勢調査結果を用いて世帯や人口の増減状況か

ら時期区分をする。次に，期間ごとに人口動向

を概観するとともに，各集落を比較・検討し，

その変動の要因を産業構造などから明らかにす

る。最後に，架橋後の転入者の属`性や就業形態

を明らかにするため，聞き取り調査を行い，そ

れにより得た結果を用いて考察する。浜比嘉島

における聞き取り調査は2002年８月から10月ま

で行い，島内の全世帯177中142世帯から回答が

得られた（回答率802％)。

遠の要因を検討した研究は，管見した限りない。

また，小川（2000）が指摘したように，架橋

効果は単に島への転入者数だけではなく，転入

者の年齢構成や家族構成についても考察する必

要がある。例えば，高齢者が単身で島に転入し

ても人口は再生産されず，人口増加は一時的な

ものになってしまう。幅広い年齢層が定住し，

次世代人口が拡大再生産に向かう状態になって

はじめて人口が安定推移し，島社会も活性化さ

れる状態になる。従って，架橋効果による人口

転入現象を考察するとき，転入者の年齢や家族

構成を分析する必要がある。

以上のことから，本稿では沖縄県内の架橋島

を事例に，戦後の人口変動を島の産業構造との

関連からインテンシブに考察するとともに，架

橋後に島へ転入した転入者に焦点を当て，彼ら

の属性や転入形態，転入後の行動など，その存

在形態を明らかにすることを研究目的とする7．

その際，島内の集落間で差違がみられるのか，

もし差違が生じるなら，どのような要因がそこ

に働いているかも検討する。

研究対象地域は沖縄県勝連町浜比嘉島である。

浜比嘉島は1997年に浜比嘉大橋が完成すること

により，平安座島を経由して8，沖縄島との自

動車交通が自由になった。これにより浜比嘉島

は都市への通勤が可能な架橋島となり，沖縄島

中南部,の地域労働市場に直接組み込まれるこ

とになった。そのため，浜比嘉島は，Ｕターン

Ⅱ浜比嘉島の概要

浜比嘉島は，沖縄島勝連半島より東の海上約

４kｍに位置し，与勝諸島に属する。島の面積

は２４５ｋｍ２，周囲は11kｍの小規模な島である

(図２）。島内には，浜，比嘉の二つの行政区が

ある。浜区は浜集落のみで構成されているが，

比嘉区は比嘉本集落と，その分家集落である比

嘉兼久集落の二集落で構成されている。本稿で

は，行政区として考察する場合は浜区，比嘉区

という分類名称を，集落単位で考察する場合は，

浜集落，比嘉集落，兼久集落という分類名称を

用いることとする。

2000年の国勢調査結果によると，人口は浜比

嘉島全体で484人である。各集落の内訳は，浜

７都市圏から非都市圏への人口移動については，二

神（1971）がＵターン者にアンケート調査をして，

Ｕターン移動を解明した。江崎・荒井・川口（1999,

2000）は還流移動をＵターンと定義し，Ｕターン誘

因や阻害要因を明らかにした。

８平安座島は1971年に平安座海中道路により沖縄島

と連結された。

,沖縄島中南部は堂前（1997）が設定した沖縄コナ

ベーションに含まれ，沖縄県の経済的中心地域で

ある。なお一般的に，沖縄島中部は１日中頭郡の市

町村，沖縄島南部は旧島尻郡の市町村に対応する。

－６０－



都市通勤可能架橋島・沖縄県浜比嘉島における人口変動と転入者の存在形態

針転換などに伴って衰退し，現在では自給的農

家が多い状態である。漁業については，浜集落，

兼久集落に漁民が多く存在し，伝統的にはえな

わ漁を中心に自給レベルで零細に行ってきた。

それに加えて本土復帰以降，浜集落で導入され

たモズク養殖事業が成功し，現在は大きな収益

をあげている。

浜比嘉島の住民にとって，架橋による沖縄島

への連結は長年の夢であった。1974年２月に勝

連村長（当時）から沖縄県知事に架橋を要請し

たことを始めとして，国・県へ度重なる要請が

行われた。ようやく1987年１２月に県事業として

認められ，1991年着工，1997年２月７日に浜比

嘉大橋の開通式を迎えた。これにより，有史以

来の島チャビ（離島苦）から解放されると同時

に，島は社会・経済的に外部から様々な影響を

受けることになる。

ところで，佐喜眞（1925）や比嘉（1983）が

述べたように，沖縄の集落は社会的，宗教的に

も自己完結しており，自己の集落共同体として

の性格が強い一方で，他の集落を排他的に扱う

傾向がみられる。浜比嘉島では，特に浜集落と

比嘉集落が，集落の起源が異なり，祭祀も別々

に行うなど，それぞれの集落で社会的に自己完

結しており，互いに対抗意識は強い'１．架橋前

には浜集落と比嘉集落は別々の航路で直接沖縄

島と結ばれており，集落間を結ぶ海運交通は無

かった。2000年になってようやく海岸沿いの道

路が整備されるが，それまで両集落間の陸上交

通は，山間部を通る傾斜の激しい一本道しかな

く，両集落の隔絶`性は極めて高かった。つまり，

(’
|汐

図２研究対象地域

集落が297人で全体の約６割を占め最大規模集

落である。次いで，比嘉集落が117人，兼久集

落が70人と続く。浜比嘉島は人口高齢化も進展

し，老年人口比率は370％である。ただし，浜

集落3Ｌ6％，比嘉集落48.7％，兼久集落42.8％

であり，老年人口比率の集落間の差違は大きい。

浜比嘉島は太古民族が住んだといわれる「は

まちんのほらあな」やアマミキヨ族渡来の地と

して知られている。島の中央には泥岩，琉球石

灰岩からなる山岳状で起伏の激しい地形がある

が，浜，比嘉，兼久の各集落は，海浜砂の沖積

層からなる平坦地に立地している。

島の産業は第一次産業が中心である。農業に

ついては，1950年代ごろ米軍向けの清浄野菜栽

培地１０として盛況を呈したが，その後米軍の方

Ⅲ戦後，小中学校が浜集落にあったが，両集落の対

立から学校移転問題が生じた。その後，1951年に

中学校は現敷地の浜集落内に，小学校は分離して

比嘉集落内に設立された。以後，両集落はほとん

ど会合をもたなかったという（聞き取りによる)。

１０米軍施設権下の沖縄では米軍向けの清浄野菜は，

栽培地域が限定されており，軍の許可を得なけれ

ばならなかった。当時，清浄野菜は沖縄農業のリー

ダーシップ的な役割を果たし，換金作物としての

地位は極めて高かった（仲本，1977)。
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表１浜比嘉島の世帯数・人ロの経年変化

(西暦）1955１９６０１９６５１９７０１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５２０００

世帯数(世帯）

人口(人）

幼年(%）

生産

老年
一

世帯数(世帯）
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１，３７２１．２９６

－５０．２
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－１１．４
￣

１２６１２０

２６３
－

ＬＯ５９

229

869

23】

687

206

548

203

510

185

455

167

421

1８１

４８４

浜
比
嘉
島

20.1

52.2

27.6
￣

１１１

17.6

50.0

32.4
￣

１０９

15.8

47.9

36.3
￣

９８

145

43.9

41.6
￣

８９

10.1

52.5

37.0
￣

1０５

47.1

39.7

13.2
-

116

40.0

45.6

14.4
￣

１０７

31.0

5Ｌ1

17.9
-

111浜
区

塗絵）
老年

世帯数(世帯）

595５６８４９３４０８３７０３１７３０５２７５２５３２９７

浜
架
落 38.2

50.3

１１．５
￣

１２２

3３．８

５１．３

１４．９
－

１２０

獅
釧
雑
一
鯛

20.0

53.1

26.9
-

９４

18.5

51.3

30.2
￣

８７

18.6

48.2

33.2
-

７８

11.1
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31.6
-

７６1６５１６９１４７

ETUq￣777￣雨戸566４６１311２３１２０５１８０１６８１８７

幼年(%）

生産

老年

世補数(世帯）

人口(人）

幼年(%）

生産

老年

世帯数(世帯）

人口(人）

幼年(%）

生産

老年

仙
岬
岬
一
Ｍ
｜
型
繩
Ⅲ
川
一
躯
一
ｍ
｜
獅
叩
岬

27.7

50.8

21.5

16.5

51.1

32.0

14.1

45.4

40.5

Ⅲ
岬
岬
一
伽
一
匹
叫
鉛
飛
一
Ⅲ
｜
囲
一
脚
岬
“

蹄
鏥
岬
一
認
一
辿
晒
汕
梛
｜
加
一
砲
一
顕
汕
岬

8.6

44.9

45.5

比
嘉
区

ｌ

比
嘉
集
落

恥
岬
岬
一
一
一
刑
一
Ｍ
岬
岬

ｌ

兼
久
集
落

幼年：幼年人口割合生産：生産人口割合
「－」：統計が未整徽のため不明

老年：老年人口割合

(国勢調査より作成）

浜集落と比嘉集落は同じ島に立地しながら，ほ

とんど交流を持たない自己完結型の集落関係'２

にあったといえよう。

以下の節では，各期間の人口変動を浜比嘉島

全体や集落ごとに概観する。そして，変動を規

定する産業構造，ここでは主に島の生業である

農業と漁業との関連性を考察する。

Ⅲ．戦後の浜比嘉島の人ロ変動と産業構造

表ｌは，1955年から2000年までの国勢調査報

告をもとに，浜比嘉島の世帯，人口，年齢構成

(３階級）の経年変化を，行政区や集落レベル

で一覧にしたものである。この45年間について

５年ごとの人口変化率を指標にとると，４つの

特徴的な期間に分けられる。すなわち，人口減

少が５年間で５％程度と緩やかな1955-1960年

(第１期)，５年ごとに20％程度の激しい人口減

少が生じた1960-1980年（第２期)，人口減少が

緩和された1980-1995年（第３期)，人口が増加

に転じた1995-2000年（第４期）である。特に，

最後の期間では1997年に浜比嘉大橋が架橋され

ているため，人口面に架橋効果が表れていると

考えられる。

(1)第１期（1955-1960年）

1955年の国勢調査では,浜比嘉島は291世帯，

1,372人の人口を有していた。これは，戦前期

より若干多い程度の世帯数と人口数であったと

いえる'3.1950年代の浜比嘉島の産業や就業状

況に関する統計資料は見当たらないが，島内で

の聞き取りによると，1950年代の浜比嘉島は，

農業を中心に住民の就業が確保されており，世

帯数は維持されていた。

浜比嘉島の農業の特色は，経営規模が零細Ｍ

であることと，サトウキビ栽培が行われていな

'３『勝連村誌』（勝連村，1966）の記録によると，浜

比嘉島の世帯数と人口は，1903年に198世帯，1,204
人，1930年に234世帯，1,184人であった。

'41950年代の統計はないが，1964年農業センサスに

よると，浜比嘉島の農家1戸当たりの耕地面積

は19.5ａ（浜区ZL5a，比嘉区18.9a）に過ぎず，沖

縄県（64.1a）や勝連村（272a）と比較しても，浜
比嘉島の農業経営の零細性は際だっている。

'２浜比嘉島の通婚圏を調べた呉屋（1969）によると，

1913年から1967年までの54年間に全島で713の婚姻

があったが，そのうち，浜と比嘉の集落間の婚姻

はわずか19例（2.7％）に過ぎなかった。
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表２浜比嘉島における農家世帯・人ロの経年変化
単位：世帯，人

(西暦）１９６４１９７１１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５２０００

唾Ｉ×５４

１Ｍ

1６４ 8（

３｜琵嘉：
JＵ６１

4９６９８４

(農業センサスより作成）

いこと'３にある。本来ならば農業を生業とする

には不利な条件であるが，浜比嘉島は1950年代

に米軍向けの野菜供給地の指定'６を受け，海浜

砂の沖積層を利用したスイカ，キャベツ，ピー

マン，タマネギ，ニンジンなどの生産および出

荷が盛んであった。浜区，比嘉区ともに1954年

までに園芸組合を結成している。各農家は米軍

が通達した規格書'7に従って指定作物を生産し，

組合を通して軍に共同出荷した。具体的な島の

野菜生産額や出荷額，収益などに関する資料は

見当たらないが，島内での聞き取りによると，

1950年代は米軍からの需要が多く，大いに儲かっ

たという。このような理由から，1955年から５

年間で，世帯数は0.7％減とほとんど変わらず，

人口も５５％程度の減少にとどまっていた。

がそれぞれを約３割，約６割も減少する。この

ような激しい人口減少は，島の産業構造の変化

と大きく関わっていると考えられる。先述した

が，1960年代の浜比嘉島の主産業は農業であっ

た。1964年以降の農家数，農家人口の推移を示

した表２によると，1964年の浜比嘉島の農家数

は187世帯であり，それは翌年の国勢調査によ

る島の全263世帯のうち約７割を占めていた。

サトウキビ栽培を行わない浜比嘉島では，先

述のとおり，各農家が米軍向けの清浄野菜を共

同出荷していたが，1965年以降はアメリカのド

ル防衛政策の影響による野菜の買い上げ減少や，

台湾が米軍向けの安価な野菜の生産を始めたこ

とから，米軍向け野菜は急速に衰退した（仲本，

1977)。もともと島の農業は経営規模が零細で

あったため，農家の次男，三男は農業以外の職

を求めて島外に移住していたが，この時期，米

軍という大口需要を失った農家は，農業経営で

は世帯主をはじめ，後継者の長男も生計を維持

することが困難になった。表２によると，１９７１

年に島の農家数が84世帯である。これは，わず

か７年間で551％もの農家が離農したことにな

る。サトウキビが基幹作物である勝連村全域の

農家数はこの間，約25％程度の減少であったの

で，浜比嘉島の離農率の高さは際だっている。

離農した農民層は脆弱な島内労働市場には吸収

されず，島外，特に沖縄島中部の地域労働市

(2)第２期（1960-1980年）

ａ・世帯・人口の変動とその要因

1960年から20年間，浜比嘉島は世帯数と人口

１ｓ浜比嘉島から沖縄島の製糖工場まで運ぶ輸送費が

高いこと，製糖工場までの輸送時間がかかるため，
糖度が低下すること，島内に製糖工場を立地させ

るだけのサトウキビ生産量が期待できないこと，
などの理由から浜比嘉島ではサトウキビ生産が行
われてこなかった。

１６仲本（1977）によると，1954年までには県内各地
に52の園芸組合が結成された。

ｌ７この規格書は野菜生産に関して肥料の制限，品質

規定，作業方法，納入条件などが細かく，高い基
準で規定していた。
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表３浜比嘉島の産業別就業者数の経年変化
単位：人川

・
菱

19901980(西暦） 1９７０

浜比嘉島

辰巨F嘉壹:三二二三
浜比嘉島

Ｆ颪巨TＴＥ
浜比嘉島

Ｆ両司r［ 比嘉区

ｌＩＥ霊~襄友
比嘉区

庇嘉~霊友
比嘉区

庇霊~蒸友(産業別）

就業者総数
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０
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｜
汎
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８
２
Ｍ
０
５
０
ｕ
ｕ

刊
一
弱
２
Ⅲ
０
４
０
３
０
９
９

蛆
’
９
胴
３
２
５
０
０
０
２
３

迦
一
開
閲
Ⅳ
２
別
０
８
２
Ｍ
ｍ

刈
一
訓
附
⑫
０
９
０
４
２
５
７

農業

漁業・水産養殖業

建設業

製造業

卸売業・小売業・飲食店

金融・保険業

運輸・通信業

電気・ガス・水道・熱供給業

サービス業

公務

1７

５
ｍ
４
０

州
側
５
２
Ⅱ
０
４
０
９
３

６
０
４
０
３
０
４
３

０

０
４

｢－」：統計が未整備のため不明 (国勢調査より作成）

移動においては，「本籍地在住者」は約３割程

度に過ぎないこと，「本籍地外在住者」のうち，

沖縄県内が那覇市，コザ市を中心に約３割７分，

外国（移民）が約３割を占め，日本本土への移

動は極めて少なかったことが明らかにされた。

そして，比嘉区，特に比嘉集落では集落の周辺

部に多くの廃屋や空屋敷が見られること，生産

年齢層，特に20歳代がほとんど見あたらず，青

年団組織が成り立たない状況にあることを報告

している。

浜集落と比嘉集落でこの期間に世帯数や人口

数の動向に差違がみられたが，その要因を検討

してみたい。ここでは，経済的要因と心理的要

因を取り上げる。

まず，経済的要因として，両集落の就業構造

の違いがあげられる。1950年代までは両集落と

も農業が主要産業であったが，比嘉集落が農業

への就業に特化していたのに対して，浜集落は

農業以外に漁業への就業機会もあった。表３は，

浜比嘉島の産業別就業者数の経年変化を表した

ものである。1970年では浜集落の漁業・水産養

殖業就業者が31人に対し，比嘉集落では２人に

過ぎない。1960年代までの漁業は，近海の珊瑚

礁内を漁場とした零細経営漁業であった。『勝

場'8に吸収されたと考えられる。すなわち，農

業の零細性とその衰退がプッシュ要因，沖縄島

中部の雇用状況がプル要因となり，浜比嘉島の

人口変動を規定したといえよう。

ｂ・集落間の差違とその要因

行政区別に人口と世帯数を経年比較してみる

と，浜区と比嘉区の動向には大きな差違が認め

られる（表１）。すなわち，浜区は20年間で人

口が251人減少したが，世帯数はほぼ維持して

いる。それに対して，比嘉区は人口が497人へ

と，第２期だけで68％もの減少率を記録し，世

帯数も約４割弱減少しているのである。もとも

と，浜区より比嘉区の方が世帯数，人口ともに

多かったが，人口が1975年調査で，世帯数は

1980年調査で逆転し，その後は両区の差は開い

ていく。比嘉区で多くの世帯が維持できず，挙

家離島しているところに問題の深刻さが伺える。

1967年の比嘉区の世帯別および個人別人口移

動に関しては，石川（1968）が詳しく考察して

いる。それによると，本籍人口よりみた個人別

'８折から，沖縄島中部に米軍の巨大基地建設が盛ん

になり，建設労働者や軍雇用の需要が大きくなっ

た。浜比嘉島の農民層はこのような地域労働市場

に吸収されていったと考えられる。
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連村誌』（1966）の記録から計算すると，漁民

１人当たりの所得額は371.7ドル（1965年）で

ある。琉球政府発行の『国民所得報告書』

(1969）によると，1965年の全琉就業者ｌ人当

たりの所得額が840ドルであるので，浜比嘉島

の漁業の零細性が伺える。ただし，農業より相

対的に所得が高いので１，，この島においては，

漁業は就業の持続`性が高い産業と位置づけられ

る。就業の場を主に農業に求めていた比嘉集落

は，米軍向けの野菜生産が激減して農業が行き

詰まった結果，農民層が挙家離島する形で人口

が激しく流出した。それに対して，農業の他に

漁業への就業機会もあった浜集落では，農民層

が流出しても，漁民層が集落の世帯および人口

維持の役割を担ったと考えられる。

心理的要因としては，石川（1968）は，比嘉

集落では戦前から海外移住が盛んであったこと，

そして，沖縄県内および外国への移住が多い理

由の一つとして，士地（郷里）への執着』性の少

なさを指摘している。士地への執着`性の強弱に

ついては検討の余地があるが，比嘉集落の戦前

期から長男層を含む盛んな海外移住は，家を継

承・存続させなければならないとする沖縄の伝

統的な規範を弱める作用をもたらしたと考えら

れる。また，坂口（1974）が指摘したように，

集落の周縁部では心理的孤独感におちいり，周

りの家が挙家離島を行うと，それにつられて次々

に挙家離島の連鎖反応が起こったと考えられる。

一般に沖縄の集落では，世帯全員が他所に転出

しても，他人には土地を売ることはない。その

ため，世帯の減少が著しい比嘉集落では，必然

的に集落内に空き家や廃屋が多くなり，そのよ

うな集落景観も人々が転出する心理的要因となっ

ていると思われる。

(3)第３期（1980-1995年）

表ｌによると，1980年以降は浜比嘉島の世帯・

人口減少が，先の期間と比較すると緩和されて

きている。それは，1980年の段階で幼年人口が

20.1％（110人）となり，流出する若年層の絶

対数が少なくなったこと，また，表２によると，

かつての人口流出の中心であった農民層がわず

か51農家（農家人口180人）にまで減少してし

まったことが原因として考えられる。その結果，

島の人口高齢化が進展し，1995年には老年人口

割合は41.6％になる。特に，人口流出が激しかっ

た比嘉集落の高齢化は586％にも達する。これ

に対して，浜集落は老年人口率が33.2％程度で，

比嘉集落より25.4ポイントも低い。

浜集落でこの期間を通して，生産年齢人口率

がほぼ50％を維持できたのは，漁業の振興と関

係がある。浜集落は漁業就業者が存在しており，

これが1960年代から1970年代の人口維持の役割

を果たしたことは，前節で述べたとおりである。

しかし，漁業形態は近海の珊瑚礁内を漁場とし，

経営規模が極めて零細であったため，生業とし

ての魅力に乏しく，いずれ若年層を中心に漁業

離れが進むことが予想された。

そのような危機感をもとに，本土復帰後に浜

集落の若い漁民たちが中心になって，新しい漁

業形態のあり方を模索しはじめた。その結果，

モズク養殖に活路を見いだしたのである。もと

もとモズクは浜比嘉島の近海に自生しており，

これまでも漁民たちが収穫して販売した経験を

持つ，親しみのある海藻である。しかし，養殖

を行うためには，技術の習得と設備投資を行う

必要があった。そこで若い漁民たちは，沖縄県

'’1965年の全琉農林業就業者一人当たりの所得は260

ドルである（沖縄県，1973)。浜比嘉島の農業は沖

縄の中でも零細であるので，島の農業就業者の所

得はこの数字よりもさらに低いと推測される。
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表４浜比嘉島の漁獲額およびモズク生産額の推移
単位:千円

（西暦）

漁獲額

モズク生産額

漁獲額

モズク生産額

漁獲額

モズク生産額

１９９７

35,921

147,631

22,807

144,695

１３，１１４

２，９３６

1998

33,870

124,419

22,544

122,690

１１，３２６

1,729

１９９９２０００2001

26,603105,03339,312

12,55394,08224,430

14,050１０，９５１１４，８８２

浜比嘉島

浜区

比嘉区

｢－｣:統計が未整備のため不明
(勝連町漁業協同組合資料より作成）

内のモズク養殖の先進地域である糸満市や恩納

村の漁業組合に出かけて，技術習得に励んだ。

彼らはそこで得た養殖技術を島に持ち帰り，試

行錯誤しながら独自の養殖技術体系を確立させ

ていったのである。

浜集落のモズク養殖は1980年代以降，漁業生

産の中心になる。モズクは沖縄島側の平敷屋に

ある勝連町漁業協同組合で集約され，主に本土

市場に出荷された。聞き取りによると健康食ブー

ムにものり，大きな収益を上げた。この期間の

生産額を示す資料はないが，1997年以降の集落

別漁獲高とモズク生産額を表４に示した。これ

によると，1997年における浜集落の漁獲高は約

2,280万円であるのに対し，モズク生産額は1億

4,500万円に達している。聞き取りによると，

この傾向は1980年代から続いているという。モ

ズク養殖事業の成功による漁業所得の上昇は，

漁業の持続性を経済的に保証するものであり，

漁業後継者の参入を促す要因となり，ひいては

浜集落の人口維持の役割を果たしたと考えられ

る。山内（2003）は，福岡県小呂島において，

新技術導入の連続性と経営組織の柔軟性が漁業

の持続`性を支えた要因と指摘しているが，浜集

落では新しい漁業形態の導入と，それを担った

若年リーダー層の存在を指摘しておきたい。

国勢調査結果（表１）を比較すると，島は14世

帯，６１人の増加を記録している。1955年以降，

世帯，人口とも減少し続けたが，はじめて両方

が増加に転じたのである。５歳階級ごとに詳細

にみてみると，1995年時の各コーホートは，５

年後に多くのコーホートで人口を増加させてい

る。特に，1995年の10～14歳コーホート（31人）

が，2000年には28人（15～19歳）となり，５年

間でコーホート人口がほとんど減少しなかった

ことが注目される。浜比嘉島には高校が立地し

ていないため，従来，高校進学時に島外に転出

する必要があったが，架橋により自宅から沖縄

島の高校に通学が可能になり，このコーホート

の人口が維持されたといえる。

５年間の人口変化を集落別にみると，浜集落

が44人，兼久集落が18人，比嘉集落が１人の増

加である。ここでも集落間の差違が続いている。

年齢区分別人口比率をみると，浜集落で生産年

齢人口が５年間で9.1ポイント，比嘉集落で10.9

ポイント増加していることが特徴である。いず

れも架橋によりこの年齢層が新たに島に転入し

たことが要因と考えられる。次章では，架橋後

に島に転入した転入者に焦点をあて，彼らの存

在形態を明らかにする。

Ⅳ、架橋後に島に転入した転入者の存在形態

前章で1997年に浜比嘉大橋が架橋された後，

島の人口が増加したことが明らかになった。そ

(4)第４期（1995-2000年）

浜比嘉大橋は1997年に竣工した。架橋前後で
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こで本章では，架橋後に浜比嘉島に転入してき

た転入者に焦点をあて，彼らの属性や転入形態，

転入後の行動などから，その存在形態を明らか

にしたい。

浜比嘉島全世帯に行った聞き取り調査で回答

を得た142世帯のうち，３７世帯，８９人の転入者20

が確認できた。表５は転入世帯ごとに，世帯

主２１を中心として属`性や転入形態などを一覧に

したものである。以下，いくつかの項目に分け

て考察してみる。

たことを考慮すると，かつて島を出た者が，架

橋後に島へ戻ってきたＵターン世帯の割合は，

浜集落の方が実質的に高いといえよう。

世帯主の転入時の平均年齢は，全島で43.5歳

である。集落別にみると，浜集落（392歳）と

兼久集落（41.2歳）はほぼ同じ転入時年齢であ

るが，比嘉集落の平均年齢は52.4歳であり，他

の２集落と比較して高くなっている。また，浜

集落と兼久集落では20歳代から40歳代までの転

入世帯主が多いが，比嘉集落では40歳未満の転

入世帯主が－人だけで，主に中・高齢層の転入

で占められている。

このような集落間で転入世帯主の年齢構成が

違うことが，後述するように集落間で同伴家族

数や家屋形態などの違いに反映されることになる｡

(1)世帯主の属性と現住地

全島で架橋後５年間に転入した37世帯は，調

査世帯の26％に達する。この高い割合は架橋効

果の現れと考えられる。転入世帯数は浜集落

(21世帯)，比嘉集落（11世帯)，兼久集落（5世

帯）の111頁である。前章で述べたとおり，比嘉集

落では第４期（1995-2000年）の世帯数の増加

は１世帯に過ぎず，2000年国勢調査時以降の転

入世帯が多かったと考えられる。３７世帯中33世

帯までが浜比嘉島を出身地とするＵターンであ

る。また，世帯主を調査したため，男性が33人

と多い。

調査世帯に占める転入世帯の割合，すなわち，

転入世帯率は兼久集落が42％と高いが，これは

集落の世帯数が少ないことによる。浜集落

(23％）と比嘉集落（20％）の転入世帯率には

大きな差が認められない。ただし，この数字は

現在の集落の世帯数が分母になっているため，

両集落のＵターン世帯割合が同じ程度だとはい

えない。すなわち，前章までにみたとおり，本

土復帰以前から比嘉集落の島外流出者数が多かつ

(2)前住地・職業と通勤形態

架橋以前における転入世帯主の前住地を市町

村別に表５に示した。これによると，前住市町

村は具志川市（10人)，沖縄市（6人)，那覇市

(４人）の順であった。これを地図化したもの

が図３であり，転入世帯主の前住地が沖縄島中

県外石垣島その他

！‘：
県外石垣島その他

！‘：

jillLFW

‐‐

;鞠

ｒ
〃
》

９。２pkm

2ｏなお，ここでいう転入者とは，浜比嘉大橋架橋後
５年間で島に転入してきた者を指す。

2’ここでいう世帯主とは，転入した個人や家族の中
で，移動の主体となった者を指す。そのため，戸
籍上の世帯主とは限らない。

図３浜比嘉島における転入世帯の前住地

および通勤地の分布

（現地調査より作成）
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表５転入世帯主の存在形態

転入時の

伴

。

○

ｒ１
Ｌノ

。 へ

○

。

「、
Ｌノ

「、

Ｌ」

（
）

、
ノ

Ｆ
Ｌ

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

。 ハ

「、

Ｌノ

◆：世帯主の出身地が島内◇：世帯主の出身地が島外

●：世帯主が島内に勤務○：世帯主が島外に勤務◎：世帯主とその家族が島外に勤務×：世帯主が無職
☆☆：架橋が転入を決意させた主要因☆：架橋が転入を決意させた要因の一つ★：転入と架橋とは無関係
同居：親と同居半同居：親は集落内に居住家族：親以外の同伴家族のみで居住単身：一人で居住
■：既築家屋□：新築家屋△：増改築家屋
「－」：無回答・不明 （聞き取り調査より作成）

部市町村と那覇市周辺に多いことがわかる。こ

れらは，かつて浜比嘉島から島外へ転出した人々

の転出先と一致していると考えられる。前住地

について浜比嘉島内３集落間の差違は認められ

ない。

前住地での職業は，会社員22が最も多く（８

人)，次いで，軍雇用，漁業（各３人)，公務員，

学生（各２人）など様々である。これに関して

も，漁業が浜集落転入世帯に多いこと以外，集

落間の違いはほとんど無い。

転入世帯主の現在の職業に関しては，その勤

務地と関連づけると大きく３つのグループに分

22一般企業に勤務する賃金労働者を，職種を問わず
ここでは会社員とした。
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２
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２
２
３
３
犯
羽
拠
妬
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現在
地

出身

地

転入時

の年齢
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勤務

地
前住地
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職業

転入時の架

橋の影響
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男
男
男
男
女
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男
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類できる。

第一は浜比嘉島内で勤務しているグループで

あり，第二は浜比嘉島外で勤務しているグルー

プ，第三は無職（主婦を含む）のグループであ

る。第一グループの職業は，漁業や農業，飲食

店経営，サービス業，宣教師などであり，１１人

が該当する。このうち，１０人までが浜集落への

転入世帯で占めている。世帯主番号２番，４番，

７番は，架橋前までは沖縄島に居住して浜集落

に漁船で通勤漁業をしていたが，架橋により島

にＵターンした者である23。また，世帯主番号

11と15は，架橋により沖縄島からの来島者の増

加24を見込んで，沖縄島中部からＵターンし，

職業も転じて飲食店を開設した。これらはいず

れも浜集落の就業機会の多さを裏付けている。

第二のグループの職業は，会社員，建設作業

員，大工，製造業，公務員などで，１５人が該当

する。いずれも島内には事業所がないため，島

外への通勤就業になる。このグループの該当者

に関して，現在の職業と前住地での職業とを比

較してみると，ほとんど変化がない。多くは沖

縄島中部での職場を変えずに，浜比嘉島に転入

しているのである。このグループに属する世帯

主は，相対的に比嘉集落と兼久集落に多い。こ

れは，集落自身に雇用力がないためと考えられ

る。

第三のグループの職業は，主婦および無職で

ある。このうち，世帯主番号16,17,28,29の

４人は，いずれも60歳前後である。これは職場

の定年を機会にＵターンした人々と考えられ

る２５．

図３には，転入世帯主の前住地を表す棒グラ

フの右横に，浜比嘉島に居住する世帯主が島外

で就業している通勤世帯数を市町村ごとに棒グ

ラフで並記した。これによると，転入世帯主の

前住地と，現在の島外通勤世帯の通勤先市町村

はほぼ同一であり，空間的には島から半径20kｍ

圏内の沖縄島中部がほとんど含まれる。現在の

島外通勤者のうち，転入世帯主が通勤している

のは，第二のグループの人々と考えられる。

ところで，島の架橋効果として，雇用の場に

乏しい島から島外に通勤が可能になることで，

島の住民の就業機会が増加することが期待され

ている。図３からは，架橋以前からの浜比嘉島

居住世帯で，架橋後に島外へ通勤している世帯

の通勤先市町村とその数がわかるが，全島で１０

世帯に過ぎない。浜比嘉島は，架橋により沖縄

島中部の地域労働市場に直接組み込まれること

になったが，架橋後，新たに地域労働市場に参

入する島の人々が少ないのである。その理由と

して，かつての転出の中心であった農民層がす

でに枯渇していること，また，かつての激しい

人口流出の結果，新規学卒者を含む若年層が島

にはほとんど存在していないことがあげられよ

う。浜比嘉島から島外への通勤の多くは，主に

転入世帯主の第二のグループに負うところが大

きいと言える。

(3)転入時における架橋の影響

転入世帯が転入時に浜比嘉大橋開通の影響を

２３勝運漁協の『組合員名簿」と聞き取りによると，
2002年12月現在で，浜集落関係の組合員は80人で
あるが，そのうち，３０人が沖縄島に居住し，浜集
落に通勤漁業をしている。

24沖縄県（1999）によると，浜比嘉島への一日当た
りの来島者数は架橋前（1984年）の96人から架橋
後（1999年）には3,366人へと増加した。

２Ｓ比嘉集落に転入した世帯番号28と29への聞き取り
によると，定年を機に既に空き家になっている実
家の仏壇や位牌を守るためにＵターンしたという。
そのため，仏壇と位牌を整理できれば，島から再
転出をする予定である。すなわち，比嘉集落では
高齢者のＵターンも消極的理由からであり，定住
性が低いといえる。
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どの程度受けているのだろうか。また，どのよ

うな特'性の世帯が影響を受けやすいのだろうか。

聞き取り調査では，架橋が島への転入を決意さ

らせた主要因である，架橋が転入を決意した要

因の一つである，架橋と関係無く転入した，の

３段階で全転入世帯に質問した（以下，それぞ

れ，主要因グループ，副次要因グループ，無関

係グループとよぶ)。

その結果（表５）によると，主要因グループ

は11世帯，副次要因グループにも１１世帯の回答

があった。両者を合わせた22世帯が転入時に架

橋の影響を認めており，これは回答があった全

転入世帯の６割強に相当する。この２２世帯につ

いて職業をみてみると，会社員が７世帯，漁業

が５世帯，飲食店経営が２世帯，農業，公務員，

建設作業員，大工，宣教師，主婦，無職が各１

世帯であった。また，これらを前節の通勤形態

別にみると，島内に勤務している第一グループ，

および島外に勤務している第二グループに多く

属している。特に，第二グループの世帯の多く

は，現在，浜比嘉大橋を渡って転入前と同じ職

場に通勤をしているので，もし，架橋がされな

ければ，浜比嘉島に転入をしなかった可能性が

高いグループと考えられる。

これに対して，架橋と関係なく転入した無関

係グループは，１２世帯の回答があった。このう

ち無職が６世帯であり，他の６世帯の職業は全

て異なる。一般的に無職の世帯は高齢者が多く，

彼らは架橋がされていなくても，老後は故郷に

－度戻るという選択をしていたと考えられる。

集落別にみると，会社員や漁業，飲食店経営

など島内外に多様な就業機会を有する浜集落で

は，転入時に架橋の影響を認める世帯が多く，

特に主要因グループが９世帯にのぼる。一方，

高齢者世帯や無職世帯が多い比嘉集落では，架

橋と無関係グループが半数以上に達していた。

ここでも両集落の相違が認められた。

もし，浜比嘉大橋が開通していなかったら，

主要因グループの11世帯は島に転入しなかった。

また，副次要因グループの中にも島への転入を

見合わせた世帯があったと考えられる。この場

合，次節で述べる転入時の同伴家族数を考慮す

ると，浜比嘉島の架橋後５年間の転入世帯およ

び人口は，最も小さく見積もって11世帯32人，

最大では22世帯62人も実際より少なかったと推

計される2`。後者の場合，実際より約７割も転

入人口が少なくなる。島からの転出や死亡者の

存在を考えると，この期間の浜比嘉島の人口は

減少しており，前章で設定した第３期が継続し

ていたと思われる。特に，浜集落では，架橋が

されていなければ，最大で15世帯45人も転入が

実際より少なくなり，比嘉集落よりも転入世帯

および人口が少なかった可能性がある。

以上の分析から，浜比嘉大橋の開通が島への

転入行動に強い正の影響を与えたこと，特に，

架橋の人口増加効果は比嘉集落より浜集落の方

が強く受けていたことが明らかになった。

(4)家族構成と居住形態

転入世帯主の同伴家族について表５よりみる

と，浜集落では世帯主番号１と９を除くと，男

`性は全員妻帯者である。そして男女ともに子供

や孫，兄弟を同伴して転入する傾向がみられる。

浜集落の平均同伴者数は２１人である。これに

対して，比嘉集落および兼久集落では，単身で

転入する世帯が計８世帯，妻や兄弟などを一人

同伴する世帯が計５世帯であり，子供も同伴す

２６最小は主要因グループのみが島に転入しなかった

場合であり，最大はそれに加えて副次要因グルー
プの全世帯および無回答世帯を合わせた世帯が転
入しなかった場合を想定して推計した。
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ろ世帯は計３世帯にすぎない。そのため，平均

同伴者数は比嘉集落で０８人，兼久集落でも０８

人と少ない。この理由として，比嘉集落は先述

したとおり単身高齢者の転入が多いこと，兼久

集落は33番や37番のような新規学卒者や高齢者

の転入がみられるためと考えられる。

親や家族との居住形態においては，浜集落は

親や兄弟との同居が12世帯，親と半同居が２世

帯，転入世帯家族だけの居住が７世帯で，転入

者が一人で居住している世帯は０である。それ

に対して，比嘉集落および兼久集落では，親と

同居が計10世帯と多く，ついで転入者が一人で

居住している世帯が計４世帯，転入家族だけの

居住世帯と親と半同居世帯は各１世帯である。

このような集落間の居住形態の差違が，家屋形

態や集落景観の差違となって現れてくる。

が多いことが理由と考えられる。

集落内部を家屋形態別に地図化したものが図

４(a～c)である。浜集落(a)をみると，新築家

屋は全部で24世帯，増改築家屋は５世帯である。

新築家屋は先述のとおり転入世帯が多いが，こ

のほか漁家世帯も８世帯と多い。聞き取りによ

ると，家屋の新築にかかる費用は，架橋により

建築資材の輸送費が低下したこと，大工が沖縄

島から通勤できるため作業が効率化したことな

どのため，架橋前と比較すると約半分になった

とされる。ここにも架橋の経済的効果が現れて

いる。家屋の建て替え時期との関連もあるが，

浜集落では，家族人数が多い転入世帯や所得の

多い漁民層が，架橋後次々と家屋を新築していっ

たと考えられる。この図からは，新築家屋は集

落東側の人工ビーチ２７沿いや，北西側，南側に

多いことがわかる。ビーチ沿いでは，先述した

が島出身の転入者が新築家屋を建設し，飲食店

を経営している。北西側はもともと空地だった

場所に新築家屋が建てられ，南側では島外出身

者の住居が多い。

一方，比嘉集落(b)では，空き家，廃屋の分

布が目立つ。集落の周縁部，特に北西側と南東

側において空き家がみられる。これは，先述し

たとおり，数世帯が挙家離島を行い，空き家や

廃屋が増えると，残留している世帯も心理的孤

独感に陥り，つられて次々と挙家離島が促進さ

れたためであろう。このほか，比嘉集落は，集

落住民の高齢化が著しいこと，１世帯当たりの

人員（16人）が少ないことに加えて，架橋後

の転入世帯は高齢者や単身者が多いこと，漁家

蟇世帯が1世帯しかないことなど様々な要因が絡

んで，新築家屋を建てるまでに至っていないと

(5)家屋形態

表５に転入世帯の家屋形態を表した。新築家

屋および増改築家屋とは，架橋後に新築および

増改築を行った家屋を指す。それに対して，既

築家屋とは，架橋後現在まで家屋の改変を行わ

なかった家屋を指す。転入37世帯のうち，新築

家屋が15世帯，増改築家屋が３世帯，既築家屋

は19世帯である。実に転入世帯の約半数が転入

後５年間で家屋を新築または増改築を行ってい

るのである。これを集落別にみると，その差違

がはっきりしている。すなわち，浜集落は転入

世帯の2/3にあたる14世帯が家屋を新築したの

に対して，比嘉集落および兼久集落への転入世

帯は既築家屋のままであり，家屋形態の変更も

新築ではなく増改築で済ませているのである。

これは先述のとおり，浜集落は青壮年齢層が妻

や子供を同伴して島に転入する世帯が多いのに

対し，比嘉集落は転入世帯主に高齢者や単身者 ２７沖縄県では海水浴場のことを一般的にビーチと呼
んでいる。
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(ｂ）比嘉集落

(ａ）浜集落

凡例

鱸新築蒙塵□空家□公民館
【麺増改築家屡［四空地廃屋回鯵廠所

国既設家屋□畑□漁蕊世帯
ⅢⅢ緯所□駐車場□鯖入世帯

Ｏ８０ｍ
ｎＯ

(c）兼久集落

図４各集落の家屋形態

（現地調査より作成）

考えられる。

兼久集落(c)の特徴として，廃屋が無いこと，

また，空き家も２軒しかないことがあげられる。

新築家屋はわずかであるが，現地観察を行うと，

家屋は比較的新しく，架橋前に新築を済ませて

いたことがわかる。景観的には同じ比嘉の行政

区にありながら，比嘉集落とは対照的である。

この原因として，兼久集落は大正時代に成立し

た比較的新しい集落であること，１世帯当たり

の人員が４０人と浜比嘉島の集落の中では最も

多いこと，浜集落と並んで漁業者が多く，ウニ

漁などで所得が高いことなどから，架橋前に家

屋を新築させることができたと考えられる。

このように，各集落の家屋形態，ひいては集

落景観の違いは，架橋効果を前提にして，各集

落の就業構造や世帯構造とともに，転入者の存

在形態の違いなどが密接に絡み合って現れてく

るといえる。

Ｖ，おわりに

本研究では，沖縄県勝連町浜比嘉島を事例に，

1950年代後半以降から現在までの人口変動を概

観し，その変動要因や集落間の差異の要因につ

いて，産業構造の変化との関連｣性から考察を行っ

た。また，1997年の浜比嘉大橋架橋後に，島の

世帯数や人口はともに増加するが，人口増加に

寄与した架橋後に島に転入してきた転入世帯に

焦点を当て，世帯主の属性，職業，転入形態，
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家屋形態などを聞き取りにより明らかにした。

研究の結果は次のようにまとめられる。

①1950年代に米軍基地向けの野菜供給地の指

定を受けた浜比嘉島は，各行政区に園芸組合を

結成して，スイカ，ピーマン，キャベツ，タマ

ネギなどを各農家が生産し，組合を通して米軍

に出荷した。しかし，1960年代に入り，台湾産

野菜の台頭などにより，米軍からの需要が減少

すると，経営規模が零細で，サトウキビ農業を

行っていない浜比嘉島の農業は危機に直面する。

島内の浜区，比嘉区ともに，農業が衰退すると，

農民層の多くは，米軍基地建設などで労働需要

が盛んな沖縄島中部の地域労働市場に吸収され

ていった。

②1960年から80年までは島の人口は５年ごと

に約20％程度も減少する激しい人口流出を経験

した。特に，比嘉集落では，農業以外の生業が

無かったこと，戦前から移民が盛んであったた

め，家を存続させなければならないという伝統

的な規範が比較的弱かったことなど，経済的，

心理的要因から，世帯ごと挙家離島する形態が

とられた。これに対して，浜集落と兼久集落で

は，漁業就業者の存在が人口維持の役割を担っ

た。

③1980年以降は激しい人口流出も緩和された

が，集落間の人口減少率の差は続いた。浜集落

では1970年代後半から，若い漁業者たちが結束

して，モズク養殖事業に取り組んだ。1980年こ

ろには事業も軌道に乗り，大きな利益を上げる

ことができるようになる。漁業所得の増大が漁

業の持続`性を経済的に保証し，若い後継者の参

入を可能とした。

④1997年の浜比嘉大橋完成により，沖縄島と

道路で結ばれた島には島外からＵターンを中心

とする転入者が相次いだ。架橋後５年間で島の

約1/4の世帯で転入があった。浜比嘉島は沖縄

島中南部の地域労働市場に直接組み込まれる都

市通勤可能架橋島であるため，人口面の架橋効

果は大きい。

⑤転入世帯への聞き取り調査によると，浜集

落と比嘉集落が対照的であった。すなわち，浜

集落が青壮年層を中心に妻や子供を同伴した家

族でのＵターンが多かったのに対して，比嘉集

落では壮年から高齢者層が夫婦であるいは単身

で転入するケースが多かった。

⑥転入者の職業を比較しても，浜集落では漁

業や飲食店経営など集落内部での雇用が多いの

に対して，比嘉集落では前住地での職場を変更

せずに，島からの通勤という形態をとる世帯が

多かった。架橋前から浜比嘉島に居住する世帯

は，すでに若年層や農民層が流出しつくしてい

るため，通勤形態をとる世帯は少ない。

⑦集落間における転入世帯の属性や転入形態

の違いは，家屋形態，ひいては集落景観にも違

いをもたらした。浜集落では転入者に加えて漁

業者も新築家屋を建設し，近代的な集落景観が

出現したのに対して，比嘉集落では，夫婦ある

いは単身の転入者が多いこと，漁業者がいない

ことから，家屋の変更は増改築程度にとどまっ

ている。

以上のように，今回の研究では浜比嘉大橋開

通により，沖縄島と結ばれた浜比嘉島には，人

口面での架橋効果が現われたことが実証的に明

らかになった。また，同じ島内に立地する集落

でも，戦後の人口変動や架橋後の転入世帯の存

在形態が集落間で差異が生じることも明らかに

なった。この違いの要因を今回は主に産業構造

の違いから検討をした。島を単一の地域単位と

みることは大切な視点であるが，時には今回の

研究のように集落単位のミクロな視点で考える
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必要性もあろう。

現在，浜集落を歩くと，コンクリート造りの

カラフルな新築家屋が多く，集落には活気が感

じられる。一方，比嘉集落は空屋，廃屋が目立

ち，伝統的な沖縄の家屋が多く残り，非常に寂

れた感じがする。架橋後，比嘉集落でも「しま

おこし」の計画が相次いだ。そこでは，ゴルフ

場建設，リゾートホテル建設などバブル時代の

発想が見られ，現実には合わないものばかりで

全て計画倒れに終わった。

浜集落の活気の源は，四半世紀前に集落の若

者が自分たちの地域の資源を見直し，自給的漁

業からモズク養殖漁業への転換を図り，それが

成功したことに求められる。比嘉集落では，す

でに地域の核となる若年層が存在しないので，

厳しい現状であるが，沖縄島中部地域の都市圏

内に位置する架橋島という地理的有利性を生か

して，内発的なしまおこしが行われるように集

落の人々も考える時期に来ていると思われる。

本研究では，浜比嘉島を対象としたため，他

の架橋島の人口変動や転入現象については解明

できなかった。都市との距離や架橋の時期によっ

て，架橋後の人口変動には違いがみられると予

測されるので，次稿では架橋によって人口が増

加する島，人口流出が続く島を全国的に分類し，

架橋島における人口変動の理論構築を目指した

い。また，浜集落のような内発的で持続性の高

い産業振興の成功事例をさらに検討することで，

島唄の人口維持のメカニズムを解明したいと考

えている。これらのことを次回の課題としたい。

貴重な資料の提供をいただきました。この場を借りて厚

くお礼申し上げます。なお，本論文は本文の構成・執筆

を宮内が，現地調査と図表の作成を下里が担当しました。
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